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　日
本
の
住
宅
の
平
均
寿
命
は
30
年
、
設

備
機
器
の
交
換
は
10
年
、
リ
フ
ォ
ー
ム
は

15
年
が
目
安
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
ん
な
会
社
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
が
利
益
を
最

大
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の

住
宅
を
販
売
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ

に
は
建
て
替
え
の
サ
イ
ク
ル
を
短
く
す
る

の
も
一
つ
の
手
法
。
寿
命
の
短
い
住
宅
を

売
れ
ば
売
る
ほ
ど
利
益
が
あ
が
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

　そ
う
し
た
売
上
利
益
第
一
主
義
の
弊
害

は
、
住
宅
に
使
わ
れ
て
い
る
建
材
に
も
現

わ
れ
て
お
り
、
木
材
と
い
っ
て
も
、
廉
価

で
加
工
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
木
目
を
印

刷
し
た
化
粧
シ
ー
ト
を
張
っ
た
も
の
や
、

合
板
の
上
に
超
薄
型
の
木
を
張
っ
た
も
の

な
ど
、
本
物
の
木
で
は
な
い
新
建
材
を
用

い
た
住
宅
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　そ
れ
ら
の
木
（
と
い
っ
て
も
偽
物
）
は

呼
吸
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
現
代
の

高
気
密
高
断
熱
住
宅
は
、
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
を
予
防
す
る
と
い
う
点
で
は
効
果
が

あ
っ
た
も
の
の
、
木
で
は
な
い
新
建
材
や

ビ
ニ
ー
ル
ク
ロ
ス
や
接
着
剤
な
ど
を
安
易

に
使
っ
た
結
果
、
そ
れ
ら
か
ら
放
出
さ
れ

る
化
学
物
質
が
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
、
ぜ
ん

そ
く
、
ア
ト
ピ
ー
な
ど
住
宅
に
起
因
す
る

様
々
な
病
気
を
巻
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　高
気
密
高
断
熱
住
宅
は
、
例
え
る
な
ら
、

ビ
ニ
ー
ル
の
下
着
を
身
に
つ
け
て
い
る
よ

う
な
も
の
。
蒸
れ
て
気
持
ち
が
悪
い
ど
こ

ろ
か
、
や
が
て
病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
私
た
ち
の
皮
膚
は
、
下
着
や
洋
服
を

通
し
、
熱
や
汗
の
吸
収
と
放
出
を
行
っ
て

い
る
か
ら
健
康
で
い
ら
れ
る
の
で
す
。
自

然
の
法
則
に
合
わ
な
い
住
宅
は
、
自
覚
の

有
無
に
関
係
な
く
、
私
た
ち
の
身
体
に
害

を
及
ぼ
す
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
と
認

識
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

高
気
密
高
断
熱
住
宅
の
弊
害
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　そ
れ
か
ら
、
も
う
一
つ
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ

ス
や
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な
っ
て
い
る

も
の
に
住
ま
い
の
過
乾
燥
が
あ
り
ま
す
。

昔
の
日
本
家
屋
は
、
結
露
や
カ
ビ
な
ど
湿

気
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
水
蒸
気

は
厄
介
者
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

ま
た
、
現
在
の
建
築
基
準
法
で
は
、
シ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
へ
の
対
処
と
し
て
24
時
間
換
気

を
義
務
付
け
て
い
る
た
め
に
、
暖
房
時
に

乾
燥
し
す
ぎ
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い

ま
す
。
過
乾
燥
は
ア
レ
ル
ギ
ー
の
症
状
を

よ
り
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　そ
の
改
善
の
た
め
、「
ア
レ
ル
ギ
ー
と

住
宅
を
考
え
る
会
」
の
東
日
本
事
務
局
を

運
営
し
て
い
る
「
川
田
建
築
設
計
事
務

所
」（
山
形
県
酒
田
市
）
の
川
田
季
彦
さ
ん

が
提
唱
さ
れ
て
い
る
の
が
「
深
呼
吸
す
る

家
」
で
す
。
自
然
の
法
則
に
則
っ
た
、
自

然
な
快
適
さ
を
追
求
す
る
こ
と
で
行
き
つ

い
た
、
天
然
素
材
を
使
っ
た
透
湿
高
気
密

高
断
熱
工
法
。
水
蒸
気
が
家
の
内
外
を
自

然
に
通
過
す
る
こ
と
で
、
湿
度
を
自
然

な
状
態
に
す
る
だ
け
な
く
、
住
ま
い
全

体
の
温
度
と
湿
度
を
均
一
な
状
態
に
保

つ
役
割
も
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

　近
年
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
が
社
会
問
題

化
し
、
無
垢
材
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
健
康
や
環
境
を
考
え
る
と
、
な
ぜ

自
然
な
天
然
乾
燥
材
が
最
適
な
の
で

し
ょ
う
か
。
一
般
に
公
共
工
事
で
は
、

木
の
収
縮
変
形
を
避
け
る
た
め
、
含
水

率
15
％
以
下
の
木
材
を
使
用
し
ま
す
が
、

そ
う
し
た
人
工
乾
燥
材
は
強
制
的
に
高

温
乾
燥
を
行
う
の
で
、
木
の
細
胞
膜
が

変
化
し
、
木
の
良
さ
を
殺
し
て
し
ま
う

の
で
す
。
一
方
で
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間

を
か
け
て
乾
燥
さ
せ
る
天
然
乾
燥
材
は
、

粘
り
強
く
強
度
が
あ
り
、
色
艶
・
香
り

が
良
く
、
調
湿
機
能
も
あ
る
な
ど
様
々

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
そ
れ
は
木
本
来

の
特
長
や
強
み
を
生
か
す
と
い
う
こ
と

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

無
垢
材
が
健
康
に
良
い
理
由
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然
に
通
過
す
る
こ
と
で
、
湿
度
を
自
然

な
状
態
に
す
る
だ
け
な
く
、
住
ま
い
全

体
の
温
度
と
湿
度
を
均
一
な
状
態
に
保

つ
役
割
も
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

　近
年
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
が
社
会
問
題

化
し
、
無
垢
材
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
健
康
や
環
境
を
考
え
る
と
、
な
ぜ

自
然
な
天
然
乾
燥
材
が
最
適
な
の
で

し
ょ
う
か
。
一
般
に
公
共
工
事
で
は
、

木
の
収
縮
変
形
を
避
け
る
た
め
、
含
水

率
15
％
以
下
の
木
材
を
使
用
し
ま
す
が
、

そ
う
し
た
人
工
乾
燥
材
は
強
制
的
に
高

温
乾
燥
を
行
う
の
で
、
木
の
細
胞
膜
が

変
化
し
、
木
の
良
さ
を
殺
し
て
し
ま
う

の
で
す
。
一
方
で
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間

を
か
け
て
乾
燥
さ
せ
る
天
然
乾
燥
材
は
、

粘
り
強
く
強
度
が
あ
り
、
色
艶
・
香
り

が
良
く
、
調
湿
機
能
も
あ
る
な
ど
様
々

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
そ
れ
は
木
本
来

の
特
長
や
強
み
を
生
か
す
と
い
う
こ
と

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
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　洋
風
建
築
に
は
、
そ
の
根
底
に
、
自
然

と
対
立
し
、
征
服
し
よ
う
と
い
う
考
え
が

あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
日
本
人
は
古
く
か

ら
自
然
と
共
生
し
て
き
ま
し
た
。
「
循

環
」
と
い
う
自
然
の
法
則
に
則
っ
て
暮
ら

し
、
自
然
の
力
を
生
か
し
、
自
然
と
調
和

し
た
住
ま
い
を
造
っ
て
き
た
の
で
す
。

　「循
環
」と
は
「
人
間
活
動
に
よ
っ
て
排

出
さ
れ
る
汚
染
物
質
量
が
、
大
気
、
水
、

土
、
生
物
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
自
然
処
理

シ
ス
テ
ム
を
超
え
な
い
こ
と
」
を
い
い
、

そ
う
し
た
物
質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
循
環
す

る
暮
ら
し
の
中
で
は
「
建
築
構
成
材
が
す

べ
て
土
に
還
る
こ
と
」
が
住
ま
い
の
理
想

と
な
り
ま
す
。
人
は
自
然
か
ら
生
ま
れ
た

の
だ
か
ら
、
そ
の
細
胞
や
遺
伝
子
が
、
天

然
素
材
と
共
鳴
し
、
そ
れ
を
「
快
適
さ
」

と
感
じ
る
こ
と
は
自
明
の
理
で
す
。

　住
宅
は
本
来
、
疲
れ
た
身
体
を
癒
す

場
所
。
自
然
素
材
１
０
０
％
の
「
深
呼
吸

す
る
家
」は
、
自
然
と
つ
な
が
る
こ
と
で
、

自
然
治
癒
力
が
高
ま
り
、
健
康
な
身
体
を

維
持
す
る
こ
と
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

中
で
も
住
宅
を
造
る
上
で
、
最
も
重
要
な

場
所
は
「
寝
室
」
。人
間
が
長
い
時
間
を
過

ご
す
寝
室
を
天
然
素
材
で
造
る
こ
と
に
よ

り
、
副
交
感
神
経
が
正
常
に
機
能
し
、
睡

眠
が
深
ま
り
、
疲
労
回
復
が
早
く
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
寝
室
が
健
康
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
説
明
す
る
ま
で

も
な
く
、と
な
れ
ば
当
然
、
寝
具
も
大
切

と
な
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
が
病
気
を
引
き

起
こ
し
、快
適
さ
、即
ち
、環
境
が
私
た
ち

の
健
康
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
と
考
え
る
な

ら
、
そ
の
基
盤
と
な
る
住
ま
い
が
果
た
す

役
割
は
、
極
め
て
重
要
な
も
の
で
す
。

　住
ま
い
は
暮
ら
し
に
、
暮
ら
し
は
健
康

に
直
結
し
ま
す
。
よ
り
良
い
人
生
を
送
る

た
め
に
も
、
今
一
度
、
住
ま
い
に
思
い
を

巡
ら
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

身
体
を
癒
す
快
適
な
住
ま
い

「アレルギーと住宅を考える会」
アレルギーと住宅に関する正しい知識を伝える活
動を行う会。アレルギーで苦しむ人々を元気にする
こと、乳幼児におけるアレルギー体質の予防を目的
にしており、全国20県30支部、2部門、2事務局が
ある。(株)石田屋は、その石川・金沢支部でもある。
http://www.kenchiku.gr.jp/allergy.html

［参考文献］
プロでも知らない家づくりの法則 Vol.4 豊かさの創造
「子供たちに伝えたい家づくり 星に愛された家Ⅱ」　
川田季彦 著
プロでも知らない家づくりの法則 Vol.5 未来への伝言
「子供たちに伝えたい家づくり 歴史が教えてくれた家」　
川田季彦 著
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『
石
田
屋
』が
提
案
す
る

呼
吸
す
る
寝
具

　睡
眠
は
身
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
は
欠

か
せ
な
い
も
の
。
人
は
眠
る
こ
と
で
心
身

の
疲
れ
を
癒
し
、
免
疫
力
を
高
め
、
様
々

な
機
能
を
回
復
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

脳
の
疲
労
は
、
睡
眠
で
し
か
回
復
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
充

分
な
睡
眠
を
取
ら
な
け
れ
ば
、
判
断
力
や

理
解
力
、
集
中
力
と
い
っ
た
脳
の
機
能
が

低
下
す
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。

　睡
眠
中
の
寝
具
の
中
の
温
度
と
湿
度

の
こ
と
を
「
寝
床
内
気
候
（
し
ん
し
ょ
う

な
い
き
こ
う
）」
と
い
い
ま
す
。
眠
る
た
め

に
適
し
た
「
寝
床
内
温
度
」は
、33
度
前
後

で
、
体
温
よ
り
少
し
低
い
く
ら
い
。
ま
た
、

「
寝
床
内
湿
度
」
は
50
%
程
度
が
ぐ
っ
す

り
と
深
い
睡
眠
を
と
り
や
す
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　人
の
身
体
は
、
体
温
を
下
げ
る
た
め
に

発
汗
し
、
体
温
が
下
が
っ
て
か
ら
眠
り
に

入
り
ま
す
。
寝
具
に
入
っ
て
1
番
最
初
の

眠
り
が
最
も
深
く
、
一
晩
の
睡
眠
で
、
数

回
に
わ
た
り
眠
り
の
深
さ
は
波
形
を
描
き

理想的な
睡眠環境の
作り方

温度
------------------------------------------------------------
室温は26℃前後、冬は15℃以上が適切

な温度。しかし、きちんとした寝具を使っ

ていれば、寝室の温度が多少低くても睡

眠には影響がないといわれています。エ

アコンの風は直接身体に当たらないよう

注意してください。

湿度
------------------------------------------------------------
寝室の湿度は50～60%が理想的といわ

れ、夏は高め、冬は低めが目安です。湿

度があがりすぎると汗が皮膚から蒸発で

きず、べたつき体温が下がりません。ま

た、空気が流れないと湿気がたまりやす

く、快適な湿度環境につながりません。

窓
------------------------------------------------------------
朝は太陽の光を浴びることで体内時計が

リセットされ、すっきりとした目覚めにつ

ながるため、気持ちのよい朝日が入るこ

とが大切です。 

『石田屋』の布団はすべて「呼吸
する」寝具。汗を吸収・放出する
最高の天然素材を使用している。
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ま
す
が
、
深
く
な
る
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
時
に

は
常
に
発
汗
を
伴
う
の
で
す
。

　汗
を
か
く
と
、
寝
床
内
の
湿
度
は
急
激

に
上
が
り
ま
す
。
そ
の
際
、
ポ
リ
エ
ス
テ

ル
な
ど
化
学
繊
維
を
使
っ
た
寝
具
は
湿
度

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
で
き
ず
、
た
ち
ま
ち

蒸
れ
て
し
ま
い
、
湿
気
と
体
温
の
調
節
が

う
ま
く
い
か
な
い
た
め
に
、
次
の
眠
り
の

波
の
た
め
に
体
温
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
最
終
的
に
は
、
不
快

感
で
眠
り
は
浅
く
な
り
、
睡
眠
の
質
は
悪

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　汗
を
か
け
ば
す
ぐ
に
寝
床
か
ら
湿
度
を

逃
が
し
、
体
温
が
下
が
っ
た
の
ち
は
適
度

に
保
温
す
る
。
一
晩
中
続
く
、
寝
床
の
中

の
温
度
と
湿
度
の
上
下
に
柔
軟
に
対
応
す

る
の
が
天
然
素
材
。

　季
節
と
目
的
に
合
っ
た
天
然
素
材
を
選

ぶ
こ
と
で
、
常
に
快
適
を
保
ち
、
眠
り
の

質
が
良
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
日
中
に
酷

使
し
た
身
体
や
脳
の
疲
れ
を
癒
し
、
免
疫

力
を
高
め
、
さ
ら
に
は
、
寝
る
人
の
体
つ

き
に
合
せ
て
柔
軟
に
形
を
変
え
、
適
度
な

弾
力
で
寝
返
り
を
助
け
て
く
れ
ま
す
。
身

体
の
凸
凹
に
ぴ
っ
た
り
と
合
い
、
呼
吸
す

る
。
天
然
素
材
の
寝
具
を
選
ぶ
こ
と
が
大

切
な
の
は
、
そ
う
い
っ
た
理
由
が
あ
る
か

ら
な
の
で
す
。

掛け敷き布団
------------------------------------------------------------
羊毛、麻、絹、綿、羽毛といった「素材」、

また、厚みも何種類かを用意して、季節や

部屋の環境に合わせて使い分けましょう。

ベッド
------------------------------------------------------------
金属をできるだけ使用していない、吸湿

できる天然素材の「すのこベッド」が良い

です。近年の畳ベッドには、内部に発泡剤

を使用しているものが多く、湿気がたまり

やすくカビの原因となるので不向きとい

えます。床に密着したベッドはほこりがた

まり、掃除機も入らないため不衛生です。

床
------------------------------------------------------------
起きて足をつけた時に冷たいなど、急激

な温度変化は血圧の上昇を引き起こしま

す。そのため、温もりのある天然木の床材

を選ぶことや、室内の熱を逃さないよう床

下を断熱するなどの工夫が必要です。

壁
------------------------------------------------------------
「珪藻土（けいそうど）」など、吸湿できる

天然素材がおすすめ。珪藻土は天然でで

きており有害な物質を含まない、いわゆる

「健康壁」として定着してきています。珪

藻土でなくても、クロスなどで壁の呼吸

を妨げないようにしたいものです。

脳を刺激するテレビや携帯電話などは控え、リラックス
することも安眠には欠かせない。



顔、化粧水、乳液、美容液、保湿クリームにオイル、そし

て、日焼け止め。日差しや空調、メイクといった外からのス

トレスを落とし、癒すために、女性の肌は忙しい。特に洗顔料には

気を配りたいもの。皮膚表面の汚れを落とすための強い洗浄力

は、汚れと一緒に、肌のバリア機能をもつ大切な皮脂膜、皮膚常

在菌まで剥がし取ってしまいます。バリアをなくした肌は、とても

敏感。乾燥やアレルゲンの侵入により、肌トラブルが増えてしまい

ます。

　また、乾燥を防ぐ保湿・保護剤には、鉱物油、石油系界面活性

剤、香料といったものが含まれていて、肌の弱い方や赤ちゃん、

年配の方の肌には、大きな負担がかかってしまいます。性別や年

齢を問わず、健やかな肌は、美容・心の健康はもちろん、睡眠の質

にも影響を及ぼします。

　スキンバリアという考えに基づき、洗浄と同時に皮脂膜を補い

強化する洗浄料は、家族全員で安心して使えます。洗浄泡は肌に

しばらく残し、泡パック。他のソープとは異なり、あとはさっとすす

ぐだけ。洗い流しすぎないことが大切で、保護膜を守ると同時に

保湿され、肌は若々しさを保ちます。

　洗浄機能と保湿クリーム機能を兼ね備えたソープは、皮脂膜を

鍛え、スキンバリア機能を強化して、アレルギーをやわらげます。

　ひとの身体に優しく、皮膚呼吸を妨げないで、肌本来がもつ力

を目覚めさせる。そして、ひとの身体に優しいものは当然、環境に

も優しい。

　浴室の中は、シャンプーの他に家族でソープ1本、洗面台の棚

はエモール。いたってシンプル。スッキリ整うから浴室や洗面台の

お掃除も簡単。これもうれしいですね。

右から、RIMエモール（47g 2,500円）、RIMソープ（350g 3,500円）、
RIM 超分子スキンケア化粧品「RIMソープ・RIMエモール」
問合せ／『gamadan／ガマダン』 2076-298-4800

[
眠
音
コ
ラ
ム]

呼
吸
す
る
肌

〜
皮
膚
呼
吸
を
優
し
く

　助
け
る
基
礎
化
粧
品
〜

洗

10
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古
書
店

　髙
橋
麻
帆
書
店

【 
ね
お
ん
の
視
点 

】

も
の
と
し
て
の
圧
倒
的
な
存
在
感
と
、

美
し
さ
の
宿
る
「
古
書
」に
出
会
う
。

　書
店
と
い
っ
て
も
店
舗
が
な
く
、
サ
イ

ト
に
目
録
を
載
せ
た
り
、
シ
ョ
ッ
プ
や

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
会
を
開
い
た
り
し

て
古
書
を
販
売
し
て
い
る
『
髙
橋
麻
帆
書

店
』。
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
中
心

と
す
る
西
洋
の
文
化
と
、
そ
れ
ら
に
関

連
す
る
古
書
籍
、
文
学
や
哲
学
、
芸
術
な

ど
の
古
書
や
雑
誌
を
は
じ
め
、
エ
フ
ェ
メ

ラ
（
し
ば
し
ば
収
集
の
対
象
と
な
る
カ
ー

ド
や
手
紙
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
印
刷

物
）
や
零
葉
（
一
冊
の
本
と
し
て
で
は
な

く
ば
ら
ば
ら
の
ペ
ー
ジ
が
紙
一
枚
の
状
態

で
流
通
し
て
い
る
も
の
）
な
ど
も
取
り
扱

う
、
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
本
屋
さ
ん
で
す
。

　金
沢
在
住
の
店
主
・
髙
橋
麻
帆
さ
ん
は
、

元
々
京
都
生
ま
れ
で
、
詩
人
リ
ル
ケ
に
魅

せ
ら
れ
て
文
学
の
道
へ
と
進
み
、
京
都
大

学
の
大
学
院
を
経
て
博
士
号
を
取
得
し
た

ド
イ
ツ
文
学
の
研
究
者
。
結
婚
後
、
夫
の

仕
事
の
関
係
で
一
旦
金
沢
に
て
暮
ら
し
始

Maho Takahashi 
Antiquarian Books

金沢市本多町3-7-21-405（予約制）
2076-256-0401
http://takahashimahoshoten.info
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め
た
も
の
の
、
転
勤
で
東
京
へ
。
そ
こ
で

古
書
の
奥
深
い
世
界
へ
の
扉
を
開
け
て
く

れ
た
の
が
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
通
っ
た
神
保

町
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　「初
日
か
ら
い
き
な
り
16
世
紀
の
本
を

持
っ
て
こ
ら
れ
て
。
そ
れ
を
ボ
ン
と
目
の

前
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
、
こ
の
デ
ー
タ
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
と
。
そ
の
古
さ
と
希
少

価
値
か
ら
考
え
る
と
一
冊
で
数
百
万
、
下

手
を
す
る
と
一
千
万
…
。
そ
ん
な
本
が
ご

ろ
ご
ろ
転
が
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」

　働
い
た
の
は
、
世
界
一
の
古
本
街
・
神

保
町
で
も
、
品
揃
え
に
一
目
置
か
れ
る

『
田
村
書
店 

洋
書
部
』
。
そ
こ
で
、
タ
イ

ト
ル
や
著
者
や
出
版
年
、
ま
た
、
そ
の
本

が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
書
か
れ
て
い
る
か
を
誰
で
も
わ
か
る

よ
う
に
要
約
す
る
「
目
録
」
作
り
の
イ
ロ

ハ
を
徹
底
的
に
学
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

　そ
し
て
、
も
う
一
つ
、
古
書
に
の
め
り

込
む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、「
も
の
」

と
し
て
の
本
の
魅
力
を
知
っ
た
こ
と
。

　「
ウ
ィ
ー
ン
世
紀
末
に
発
行
さ
れ
た
有

名
な
雑
誌
に
『
ヴ
ェ
ル
・
サ
ク
ル
ム
』
と

い
う
雑
誌
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
当
時
の

芸
術
家
と
か
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
意
欲
的
に
作

品
を
発
表
す
る
よ
う
な
総
合
芸
術
的
な
雑

誌
で
、
恐
ら
く
世
界
で
初
め
て
、
か
た
ち

が
真
四
角
な
ん
で
す
。
そ
れ
が
ビ
ジ
ュ
ア

ル
的
に
す
ご
く
カ
ッ
コ
良
く
て
」

a.ドイツの本には、ものとし
てだけではなく、内容にも合
致した美しさがあるという。
b.書籍のほか、ビジュアル
的に目を引く雑誌も取り扱
う。写真はフランスのヴィン
テージ雑誌『le témoin』。

【 
ね
お
ん
の
視
点 

】

a

b

店主の髙橋麻帆さん。専門はドイツ文学の研究者・博士
でありながら、骨董屋さんでのアルバイト、茶道や書道も
かじりつつ、2015年に古書籍商として開業した。
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　内
容
よ
り
も
装
幀
。
読
む
た
め
で
は
な

く
、
眺
め
る
た
め
の
本
も
あ
る
。
そ
れ
ま

で
、
文
学
の
研
究
者
と
し
て
「
中
身
が

あ
っ
て
こ
そ
」
と
思
っ
て
い
た
髙
橋
さ
ん

に
と
っ
て
、
そ
れ
は
と
て
も
衝
撃
的
な
事

実
で
あ
り
、
体
験
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　以
来
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
古
書
の
世
界

に
魅
せ
ら
れ
、
遂
に
は
、
自
ら
も
仕
事
と

し
て
本
を
仲
介
す
る
よ
う
に
な
っ
て
３
年

目
。
中
身
は
も
ち
ろ
ん
「
装
幀
も
綺
麗
だ

な
っ
て
感
じ
る
人
に
買
っ
て
ほ
し
い
」
と

願
う
彼
女
が
選
ぶ
本
は
、
翻
訳
本
も
含
め
、

そ
の
一
つ
ひ
と
つ
に
圧
倒
的
な
存
在
感
が

あ
り
、
も
の
と
し
て
芯
の
通
っ
た
美
し
さ

が
宿
っ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
す
。
生
ま

れ
て
か
ら
何
百
年
と
い
う
時
を
経
て
、
今

ま
で
伝
わ
っ
て
き
た
そ
の
歴
史
と
物
語
に

思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
お
気
に
入
り
の
一

冊
を
見
つ
け
る
贅
沢
を
、
ぜ
ひ
一
度
、
味

わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

c.グーテンベルクが活版印刷を発明して間も
ない15～16世紀の書物の「零葉」。インテリ
アとしても人気。d.さりげなく挿入される挿絵
は、どれもアートの域に達しているものばか
り。e.植物の図版なども取り扱っている。

古書店 髙橋麻帆書店の世界
開催日時／10月20日（金）～11月2日（金）
会場／『gamadan／ガマダン』金沢市高尾3-4-1
＜関連イベント＞
夢二が憧れた西洋
19世紀末から20世紀初頭の美しい歌謡と美しい本
出演／東朝子（ソプラノ）、武田雅代（ピアノ）、
髙橋麻帆（展示・お話）
開催日時／10月26日（土）
11:30～12:30ランチ、12:30～演奏とお話
会場／『gamadan／ガマダン』金沢市高尾3-4-1

c

de



脈
々
と
受
け
継
が
れ
た
技
で
、

唯
一
無
二
の
要
望
に
応
え
る
。

　桝
蔵
順
彦
さ
ん
は
、
日
本
や
ア
ジ
ア
地

域
の
草
木
や
蚕
を
原
料
に
、
伝
統
的
な

西
陣
織
の
技
法
に
よ
っ
て
、
帯
や
着
物
、

フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
な
ど
を
織
り
上
げ
る
京

都
・
鷹
峯
の
工
房
『
夢
訪
庵
』
を
主
宰
す

る
織
物
作
家
。
高
度
経
済
成
長
期
、
昭
和

30
年
頃
か
ら
急
速
に
進
ん
だ
機
械
化
の
波

に
呑
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
極
端
に
言
え
ば
、

7
0
0
年
、
1
0
0
0
年
と
、
西
陣
と
い

う
場
所
で
培
わ
れ
て
き
た
、
戦
前
の
ま
ま

田中美咲さんが誂えた
『夢訪庵』の帯。

14

京
都
・
鷹
峯
『
夢
訪
庵
』

桝
蔵
順
彦

「
お
誂
え
」
と
「
着
付
け
」

き
も
の
文
化
研
究
家

田
中
美
咲
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欲
し
い
と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
、
こ
ん

な
の
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
い
う
も
の
を

か
た
ち
に
す
る
の
が
僕
の
命
で
す
」

　例
え
ば
、
帯
の
デ
ザ
イ
ン
の
基
と
な
る

図
録
に
し
て
も
、
古
典
か
ら
現
代
の
も
の

ま
で
、
毎
日
い
ろ
ん
な
も
の
に
目
を
通
し

て
は
い
る
け
れ
ど
、
お
客
さ
ん
が
「
素

敵
」
と
い
わ
れ
る
も
の
に
は
、
自
分
で
は

決
し
て
発
見
で
き
な
い
「
気
づ
き
」
が
あ

る
そ
う
で
、
そ
う
や
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

図
案
は
現
在
２
１
５
０
を
超
え
ま
す
。

　多
く
の
ニ
ー
ズ
で
は
な
く
、
一
人
の

ウ
ォ
ン
ツ
を
か
た
ち
に
。
桝
蔵
さ
ん
の
真

摯
な
仕
事
に
は
、
和
の
ク
チ
ュ
ー
ル
で
あ

る
「
お
誂
え
」
の
真
髄
が
表
れ
て
い
ま
す
。

の
、
ア
ナ
ロ
グ
の
ま
ま
の
、
手
機
に
よ
る

も
の
づ
く
り
に
携
わ
り
、
曰
く
、
自
分
た

ち
の
こ
と
を
「
西
陣
の
最
後
の
手
機
屋
の

生
き
残
り
」
と
表
現
さ
れ
ま
す
。

　そ
の
帯
は
い
わ
ゆ
る
従
来
の
西
陣
織
の

イ
メ
ー
ジ
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
モ
ダ
ン
な

も
の
ば
か
り
で
す
が
、
そ
れ
を
支
え
て
い

る
の
は
、
古
の
職
人
た
ち
が
開
発
し
、
長

い
歴
史
の
中
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き

た
超
絶
的
な
技
法
と
、
そ
し
て
、
忘
れ
て

な
ら
な
い
の
が
「
お
客
様
の
要
望
」
で
あ

る
と
桝
蔵
さ
ん
は
い
い
ま
す
。

　「
お
客
様
か
ら
頂
戴
す
る
お
題
が
糧
と

な
り
、
僕
自
身
で
は
生
み
出
せ
な
い
も
の

を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
お
客
様
が

ますくらゆきひこ／工房『夢訪庵』代表。天然素材と、京都・西陣に古くか
ら伝わる手機にこだわり、帯や着物やファブリックなどの創作活動に携
わる。その豊かな作風で多くのメディアから注目を集める織物作家。

デザインのモチーフは和洋を問わず多彩に選ばれるが、どの作品にも天然素材のやさしい色合いと西陣織の門外不出の超絶的な技巧が活かされている。
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エ
ッ
セ
イ
ス
ト
で
も
あ
る
中
谷
比
佐
子
さ

ん
に
師
事
。
以
来
、
そ
の
薫
陶
を
受
け
な

が
ら
、
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
天
然
素
材
の

下
着
や
ひ
も
を
使
っ
て
補
正
を
せ
ず
、
着

心
地
と
健
康
を
考
慮
し
た
日
本
古
来
の
着

付
け
の
復
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
、
古
来
か
ら
日

本
に
あ
っ
た
肌
着
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
開
発

し
た
「
湯
文
字
」。
裾
さ
ば
き
や
通
気
性

が
良
い
だ
け
で
な
く
、
身
体
を
冷
え
か
ら

守
っ
た
り
、
お
腹
と
お
尻
を
引
き
締
め
て

骨
盤
に
か
か
る
負
担
を
軽
く
し
た
り
、
日

常
に
着
物
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
身
体

を
整
え
る
こ
と
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　「着
物
は
昔
か
ら
、
母
親
が
古
い
自
分

の
着
物
を
解
い
て
子
ど
も
の
着
物
を
作
っ

た
り
、
お
布
団
に
し
た
り
。
絹
で
で
き
た

も
の
、
つ
ま
り
、
お
蚕
さ
ん
の
命
を
、
決

し
て
無
駄
に
し
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
針

を
持
つ
こ
と
や
、
も
の
を
大
切
に
す
る
こ

と
、
そ
う
い
う
日
本
人
が
大
切
に
し
て
き

た
こ
と
も
着
付
け
を
通
じ
て
お
伝
え
し
た

い
。
そ
れ
か
ら
、
人
が
見
て
い
な
い
と

こ
ろ
で
、
い
か
に
美
し
く
大
切
な
も
の
を

触
っ
た
り
、
ひ
も
を
結
ん
だ
り
で
き
る
の

か
と
い
う
女
性
ら
し
い
仕
草
な
ど
も
」

　本
物
の
美
し
さ
と
は
内
面
か
ら
滲
み
出

て
く
る
も
の
。
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
自

然
と
言
葉
遣
い
や
仕
草
が
美
し
く
な
り
、

　着物
や
着
付
け
を
通
し
て
、

日
本
人
の
美
し
さ
を
伝
え
る
。

　そ
し
て
、
着
付
け
か
ら
ス
タ
イ
リ
ン
グ

ま
で
、
様
々
な
活
動
を
通
し
て
そ
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
る
の
が
着
物
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
田
中
美
咲
さ
ん
で
す
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
学
び
、
京
都
の
サ
ロ
ン

で
働
い
て
い
た
際
に
着
物
と
の
接
点
が
生

ま
れ
、
そ
の
後
、
呉
服
屋
で
勤
め
て
い
た

際
に
出
会
っ
た
、
き
も
の
文
化
研
究
家
で

桝蔵さんと田中さん
は旧知の仲。二人の
着物に対する愛情と
将来への思いは尽き
ることがありません。
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心躍る お気に入りを見つける会
開催日時／9月7日（金）～9日（日）
会場／『gamadan／ガマダン』 金沢市高尾3-4-1
『夢訪庵』の新作帯の発表会と、着物のスタイリングのプロ、田中
美咲さんによる初のコラボイベント。お持ちの着物に貴方らしい帯
をコーディネートしたり、世界に一つだけのmy帯を作ったり。『夢
訪庵』が生みだす“とっておき”を、田中美咲さんが貴方のために
お見立てします。新しい着物の世界の扉が開く、その目撃者に。

＜関連イベント＞
トークイベント『きものSalon』編集長 古谷尚子さんをお迎えして
出演／世界文化社『家庭画報特選 きものSalon』編集長 古谷尚子
　　　きもの文化研究家 田中美咲
開催日時／9月8日（土）15:00開演

内
面
も
磨
か
れ
て
い
く
。
着
物
に
は
そ
ん

な
不
思
議
な
力
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　こ
の
秋
、
こ
だ
わ
り
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
提
案
を
行
う
『
ガ
マ
ダ
ン
』に
て
、着

物
屋
や
問
屋
が
セ
レ
ク
ト
し
た
も
の
で
は

な
く
、『
夢
訪
庵
』
の
新
作
を
、
桝
蔵
順
彦

さ
ん
自
身
が
披
露
し
、
田
中
美
咲
さ
ん
が

着
物
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
帯
オ
ー
ダ
ー

の
見
立
て
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ

ま
す
。
こ
の
着
物
業
界
に
と
っ
て
革
新
的

な
企
画
を
ぜ
ひ
お
見
逃
し
な
く
。

田中美咲さんがその復興に力を注いでいるのが、二幅の布を合わせて作られるオ
リジナルな和の下着「湯文字」。洋服のガードルとパンティの機能をあわせ持った
もので、すべて100％の天然素材を用いて作られています。身に付けると、冷え
から身体を守るだけでなく、姿勢を正し、健康的な着姿もキープできるそう。

たなかみさき／ファッションを学び、洋服から着物の世界へ。きも
の研究家の中谷比佐子さんに師事。着付けのほか、スタイリング、
イメージアップにいたるまで、本物の着物文化を通じて、着物を着
る日本人だからこその美しさを伝える多彩な活動を行っている。
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「
自
然
派
ワ
イ
ン
」の

　奥深
い
世
界

ワ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ『
ク
ラ
印
』で
聞
い
た
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人
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
、

個
性
が
活
か
さ
れ
た
ワ
イ
ン
。

　ワ
イ
ン
を
愛
好
す
る
人
が
増
え
る
に
従

い
、
そ
の
ぶ
ど
う
は
ど
う
栽
培
さ
れ
、
そ

の
ワ
イ
ン
は
ど
う
作
ら
れ
た
か
に
関
心
を

寄
せ
る
人
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
「
ヴ
ァ

ン
・
ナ
チ
ュ
ー
ル
」
、
フ
ラ
ン
ス
語
で

ヴ
ァ
ン
は
ワ
イ
ン
、
ナ
チ
ュ
ー
ル
は
自
然

を
意
味
し
ま
す
。
日
本
で
は
「
自
然
派
ワ

イ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
る
、
そ
の
奥
深
い
世

界
の
魅
力
を
探
り
に
自
然
派
ワ
イ
ン
の
専

門
店
『
ク
ラ
印
』
に
足
を
運
び
ま
し
た
。

　一
口
に
「
自
然
派
ワ
イ
ン
」
と
い
っ
て

も
考
え
方
は
様
々
。
同
店
で
は
「
文
字
通

り
”ワ
イ
ン
を
自
然
に
作
る
“
と
考
え
て

い
く
と
、
ワ
イ
ン
は
、
ぶ
ど
う
と
い
う
農

作
物
か
ら
で
き
る
の
で
、
ま
ず
は
自
然
に

栽
培
さ
れ
た
ぶ
ど
う
、
つ
ま
り
、
有
機
農

法
の
ぶ
ど
う
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う

点
を
意
識
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ワ
イ
ン
は
、

ぶ
ど
う
を
発
酵
さ
せ
て
作
ら
れ
る
の
で
、

醸
造
・
発
酵
の
過
程
で
も
、
な
る
べ
く
自

然
に
仕
込
ま
れ
た
ワ
イ
ン
と
い
う
点
も
意

識
し
て
集
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と

店
主
の
牧
秀
明
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　も
う
少
し
詳
し
く
言
え
ば
、
培
養
酵
母

で
は
な
く
、
ぶ
ど
う
の
房
な
ど
に
自
然
に

存
在
す
る
天
然
酵
母
の
自
然
な
発
酵
で
仕

込
ん
で
い
き
、
そ
の
天
然
酵
母
の
働
き
を

『クラ印』の店主・牧秀明さんは、北
海道生まれの東京育ち。サラリーマ
ンから転職し、ワインショップに勤務
しながら修業。飲食店のマネージメ
ントなども手がけ、7年前に妻の実
家のある石川県へ。酒造メーカーで
勤務した後、5年前に独立。自然派
ワインの専門店『クラ印』を開く。

で
き
る
だ
け
邪
魔
し
な
い
よ
う
に
、
酸
化

防
止
剤
な
ど
の
添
加
物
を
用
い
な
い
と

い
う
こ
と
。
添
加
物
を
使
わ
な
い
ワ
イ
ン

づ
く
り
で
は
、
極
力
ク
リ
ー
ン
な
ぶ
ど
う

を
使
う
こ
と
が
大
切
で
、
良
質
な
ぶ
ど
う

を
選
ぶ
た
め
、
収
穫
は
一
つ
ひ
と
つ
手
摘

み
で
、
選
果
は
よ
り
厳
し
く
、
丁
寧
な
仕

込
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
言
わ
ば
昔
な
が

ら
の
伝
統
的
な
ワ
イ
ン
づ
く
り
へ
の
回
帰
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
よ
り
安
価
に
、
よ
り

大
量
に
、
よ
り
同
じ
も
の
を
作
る
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
る
「
工
業
製
品
」
と
し
て
の

ワ
イ
ン
で
は
な
く
、
そ
の
畑
の
ぶ
ど
う
の

個
性
が
際
立
つ
「
農
業
製
品
」
と
し
て
の

ワ
イ
ン
が
生
み
だ
さ
れ
る
の
で
す
。



も
の
。
意
外
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
塩
や

出
汁
で
シ
ン
プ
ル
に
味
付
け
し
た
和
食
な

ど
は
と
て
も
相
性
が
い
い
よ
う
で
す
。

　さ
ら
に
、
見
て
い
る
だ
け
で
も
楽
し
い

の
が
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
瓶
に
貼
ら
れ
て
い
る

ラ
ベ
ル
の
こ
と
）
で
、
そ
れ
も
「
自
然
派
ワ

イ
ン
」
の
文
化
の
一
つ
。
品
種
や
作
り
方

な
ど
が
細
か
く
規
制
さ
れ
、
機
関
に
よ
っ

て
「
原
産
地
呼
称
」
が
記
さ
れ
た
一
般
的

な
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
は
異
な
り
、
生
産
者

が
自
分
ら
し
さ
を
自
由
に
表
現
し
た
エ
チ

ケ
ッ
ト
は
ま
さ
に
ア
ー
ト
。
難
し
い
こ
と

を
考
え
ず
、
レ
コ
ー
ド
を
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
買

い
す
る
よ
う
に
、
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
好
み
で

「
自
然
派
ワ
イ
ン
」を
選
ぶ
の
も
一
興
で
す
。

生
き
生
き
と
し
た
果
実
味
と
、

楽
し
い
エ
チ
ケ
ッ
ト
も
魅
力
。

　「自
然
派
ワ
イ
ン
」
の
魅
力
は
、
な
ん

と
い
っ
て
も
、
ピ
ュ
ア
で
力
強
く
、
あ
る

意
味
で
複
雑
な
味
わ
い
に
あ
り
ま
す
。

　「
ち
ょ
う
ど
自
然
派
ワ
イ
ン
が
日
本
に

出
始
め
た
頃
、
東
京
の
あ
る
店
で
飲
ん
だ

瞬
間
、
な
ん
じ
ゃ
こ
り
ゃ
！ 

と
感
じ
た

ん
で
す
。
今
ま
で
何
を
飲
ん
で
き
た
ん
だ

ろ
う
、
こ
ん
な
面
白
い
ワ
イ
ン
が
あ
っ
た

ん
だ
と
思
っ
て
。
生
き
生
き
し
た
果
実
味

と
い
う
ん
で
す
か
ね
、
そ
ん
な
フ
レ
ー

バ
ー
を
す
ご
く
感
じ
る
ワ
イ
ン
だ
な
と
強

い
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
」

　初
め
て
「
自
然
派
ワ
イ
ン
」
に
感
動
し

た
と
き
の
こ
と
を
そ
う
語
っ
て
く
れ
た
牧

さ
ん
。
無
添
加
の
た
め
、
人
に
よ
っ
て
は

「
悪
酔
い
し
な
い
」、「
頭
が
痛
く
な
ら
な

い
」
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
普

通
の
ワ
イ
ン
と
の
、
も
う
一
つ
の
決
定
的

な
違
い
は
、
飲
ん
だ
後
の
「
質
感
」
な
ん

だ
そ
う
。
曰
く
、
色
々
な
ワ
イ
ン
を
飲
み

込
ん
で
い
く
と
、
や
が
て
、
口
の
中
で
感

じ
る
味
わ
い
だ
け
で
な
く
、飲
ん
だ
後
の
、

な
め
ら
か
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
抵
抗
を
感

じ
さ
せ
な
い
、
そ
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
質
感

に
魅
了
さ
れ
て
い
く
と
い
い
ま
す
。

　そ
ん
な
果
実
味
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
感
じ

る
「
自
然
派
ワ
イ
ン
」
に
よ
く
合
う
料
理

は
、
素
材
そ
の
も
の
の
旨
み
を
活
か
し
た

20



21

自
然
に
寄
り
添
う
気
持
ち
で
、

そ
の
「
物
語
」
を
味
わ
っ
て
。

　環
境
に
配
慮
し
て
、
自
然
の
摂
理
に
も

目
を
向
け
た「
自
然
派
ワ
イ
ン
」は
、現
在
、

世
界
中
か
ら
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
と

り
わ
け
、
話
題
の
つ
く
り
手
の
ワ
イ
ン
な

ど
は
、
多
く
て
２
０
０
０
本
、
少
な
け
れ

ば
１
０
０
本
と
、
そ
の
生
産
量
が
限
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
争
奪
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
ま
す
が
「
自
然
派
ワ
イ
ン
を
あ

ま
り
仰
々
し
く
捉
え
た
り
、
小
さ
い
型
に

ハ
メ
た
り
し
た
く
な
い
」
と
牧
さ
ん
。

　「
そ
も
そ
も
、
自
然
な
る
も
の
を
、
人

間
は
ど
こ
ま
で
完
全
に
理
解
で
き
て
い
る

の
か
。
山
を
見
て
も
、
空
を
見
て
も
、
そ

れ
ら
は
全
部
、
色
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が

か
か
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
よ
。
濃
い

も
の
も
あ
れ
ば
、
薄
い
も
の
も
あ
る
。
透

明
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
濁
っ
た
も
の
も
あ

る
。
自
然
っ
て
、
は
っ
き
り
、
く
っ
き
り
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。
な
の

で
、
自
然
派
ワ
イ
ン
に
つ
い
て
も
正
解
は

な
く
て
、
自
然
と
寄
り
添
う
よ
う
に
、
ぼ

ん
や
り
と
捉
え
て
い
た
だ
い
て
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
」

　同
じ
地
方
の
同
じ
ワ
イ
ン
を
使
っ
た
も

の
で
も
、
同
じ
つ
く
り
手
が
作
っ
た
も
の

で
も
、
そ
の
年
そ
の
年
で
味
わ
い
は
千
差

万
別
。
そ
れ
も
「
自
然
派
ワ
イ
ン
」
な
ら

で
は
の
面
白
さ
で
す
。
そ
の
一
本
一
本
の

「
物
語
」
に
感
動
で
き
る
魅
惑
の
世
界
に
、

ぜ
ひ
足
を
踏
み
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ワインショップ クラ印
石川県野々市市粟田2-76
2076-256-3796
営／11:00～19:00
休／木曜、第2水曜

ワインショップ『クラ印』と自然派ワインの夜
『クラ印』オーナーの牧秀明さんが選んだ、とっておき
の「自然派ワイン」を、お話を聞きながら味わいます。
ワインのお供は『ガマダンダイニング』のフレンチ惣菜
の数々。ワイン農園を訪ねたかのようにテーブルを囲
んで「自然派ワイン」をとことん楽しむ会です。
---------------------------------------------------------------------
開催日時／10月12日（金）19:30開演
会場／『ガマダンダイニング』 金沢市高尾3-4-1

『ガマダンダイニング』　
金沢市高尾3-4-1　2076-298-7800
営／11:00～19:00（L.O.18:00） 
※コースランチはラストオーダー15：00
休／火曜
【メニュー】
昼：ランチ［コース］2,000円（ドリンク別）、他 
夕：ランディナー［コース］3,000円、他　
カフェメニューもあり ※価格は全て税別です。
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　遠くインドの地でタッサーシルクという野蚕の糸に出会

い、魅了されたことから始まったという『真木テキスタイル

スタジオ』。以来、素材や糸を求めて「世の果て」まで出か

け、そうして見つけてきた糸を、機にかけ、いろいろなサン

プル織りをし、それをインドの工房に持参して、手織物をつ

くっています。2006年には、都心から1時間半ほど、空気

も水もきれいな東京都あきる野市に築200年の古民家を

改造したスタジオ「竹林の家」と直営店「竹林の店」をオー

プン。常設展示の他、特別展示会等、様々なイベントを開

催しています。そんな「手仕事」でしか感じることのできな

いモノの魅力に溢れた『真木テキスタイルスタジオ』のこ

の秋冬の新作が『石田屋 犀川店』にやってきます。

『真木テキスタイルスタジオ』主宰

真木千秋さんからのコメント

「今年の秋も糸を草木で染め、織り、仕上げるという真木の物づ
くりは変わらず。モンスーンがはじまったインドでは藍染め、蘇芳
（すおう）の染めもはかどり、この季節だからこそ織りやすい布も
あったり…。日々に様子に合わせて仕事を決めていく。やれること
をやれるように、は環境で身に付いていくることでもあると思いま
す。そのほうがより面白いものが出来たりも。秋冬布衣、私達もど
んなものができあがってくるのか楽しみにしております」

『石田屋 犀川店』 秋のイベントのご案内

真
木
テ
キ
ス
タ
イ
ル
ス
タ
ジ
オ
展

草
木
で
染
め
、織
り
、仕
上
げ
る
「
秋
冬
布
衣
」が
今
年
も
。

真木テキスタイルスタジオ展
開催日時／10月20日（土）～11月4日（日）11:00～19:00
会場／『石田屋 犀川店』金沢市清川町1-1
問合せ／2076-280-4800（『石田屋 犀川店』）



23

　ハンドメイドで世界に一点ずつしかない貴重なアイテム

「ギャッベ」に対して、徹底的なこだわりを持っている『石

田屋』。ギャッベの中でも最高品質が保たれている「ゾラン

ヴァリ社ギャッベ」のみ取り扱いを行い、イランへは毎年訪

問し、直接目で見て、手で触り、職人さんと会話して選ん

だ商品を入荷。ゾランヴァリギャッベは、肌触りが良い、蒸

れない、汚れに強いなど、敷物としての機能性に大変優れ

ていますが、“空間を仕切る”という使い方にも適していま

す。カーペットやラグに比べて厚みのあるギャッベは、敷く

と若干の段差をつくってくれます。間仕切りするわけでも、

リフォームするわけでもなく、1枚パッと敷くだけで和みの

共有空間を作ってしまうのがギャッベなのです。

『石田屋 犀川店』スタッフ

岡野徹からのコメント

「上の写真は、私が一番“こんな風にギャッベを使ってほしいな”と
いう構図（え）。今回の眠音のテーマ“呼吸する暮らし”ともピッタリ
だと思います。一緒な空間にいると、皆が別々のことをしていても
たまに呼吸が合う瞬間があります。赤ちゃんが泣いたとき、「ご飯
できたよ～」のとき、大した事ないことで兄弟喧嘩が始まるとき…。
一緒な空間にいると何でも共有しやすいんです」

秋
の
ギ
ャ
ッ
ベ
展

家
族
が
和
む
共
有
空
間
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
ギ
ャ
ッ
ベ
の
力
。

秋のギャッベ展
開催日時／10月18日（木）～10月22日（月）11:00～19:00
会場／『石田屋 犀川店』金沢市清川町1-1
問合せ／2076-280-4800（『石田屋 犀川店』）



次号／
「眠音vol .48 2018 冬号」は

12月発刊予定です

〈 編集後記 〉

実りの秋。黄金色の田んぼを見ると「実るほど頭

を垂れる稲穂かな」との言葉を思い出す。稲の

穂は実るほどに穂先が低く下がるものです。

人間も実るほど謙虚な姿勢で人と接することが

大切であり、石田屋も成長・発展すればするほ

ど、会社の姿勢・社員の態度が謙虚に、丁重に

ならなければと考えます。
田中和昭

自然との繋がりや調和を大切にした「快適」か、

機能性や利便性を重視した「快適」か。風の匂

いの変化で季節の動きに気付くような、そんな暮

らし方をしていきたいと思うのです。

八木勢津子

ここにいると居心地が良いな～という建物があり

ます。その逆もあります。寝具を通して全身で呼

吸する心地よさを知りました。衣食住、素材の良

いものを一つずつ手にしたい。
盛田まゆ

「リビングだからソファを置く」は”デザイン”では

なくて「ここで子供とゆったり座ってテレビを見た

いからソファを置く」は”デザイン”。求めれば癒し

や和みはデザインできる。
岡野 徹

染めに用いる草木は月の満ち欠けによって色の

鮮やかさがまったく異なるとのこと。自然の理を知

ることで、その理に沿って生きてきた、古の人たち

の知恵に驚かされることばかりです。
愛山達也

観測史上最高の暑い夏もようやく落ち着きをみ

せ、少しずつ秋の風が快さを連れてやってきた。

ようやく眠れる季節の到来に安堵している人も多

いだろう。私はといえば、毎晩同じ眠りと目覚めが

やってくる、変わらない日々を過ごしている。ただ

ひとつ、秋は食欲を抑えることが難しくなる。気を

つけねば。
田中佳美
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